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ウイルス性慢性肝疾患に対する核酸アナログ製剤・ 

インターフェロン製剤等の有効性・安全性について 

（概要） 

 

 

１．Ｂ型慢性肝疾患に対する核酸アナログ製剤治療について 

 

Ｂ型慢性肝疾患患者に対して、核酸アナログ製剤を投与することは、有効

性・安全性の観点から、極めて効果的である。このため、最新のガイドライ

ン等を参照の上、適応となるＢ型慢性肝疾患患者に対して、核酸アナログ製

剤投与を推奨することは、政策的にも有効であると考えられる。 

 

 
２．Ｃ型慢性肝疾患に対するインターフェロンの複数回投与について 

 

初回治療による結果が再燃（36週までにウイルスが消失し、その後再燃し

た者）の場合、また、初回治療の内容がインターフェロン単独であった場合

には、有効性・安全性の観点から、ペグインターフェロン/リバビリン併用療

法による再治療の効果は十分に期待できる。つまり、初回治療による結果・

初回治療の内容によって、再治療を推進することは政策的にも有効であると

考えられる。 

 

 
３．Ｃ型慢性肝疾患に対するインターフェロン少量長期投与について 

 

IFN少量長期投与の有効性は、我が国の症例対照研究において５年を超え

る長期投与での有効性が示される一方、欧米の 3.5～５年のランダム化比較

試験において有効性が示されない結果が出る等、一定の見解が得られておら

ず、現時点での政策的な有効性は低いと考えられる。 


